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乳がんの早期発見について

　日本人女性の９人に１人は一生のうちに乳がんになります。
　当院では一般外科外来の他に、地域の乳がん検診希望者への対応も行っており、毎年20
数名が乳がんと診断されています。乳がんの罹患率は77.5例／人口10万で、大洲市の人口
からみると年間約30例が新たに乳がんと診断される計算になり、かなりの割合をカバーし
ていることになります。
　早期乳がんは一般的には腫瘍の大きさが直径２㎝までのものを指しますが、丹念に自己検
診を行えば、早期のうちに発見できる可能性が高くなります。乳がんは大きさが約1.5㎝以
上（乳房の大小、乳腺の硬さ、発生部位の深さなどの条件に左右されます）になれば、自分
でしこりとして触知することが可能になります。１回／月
程度の定期的な触診による自己検診が重要ですが、触診
のみでは、しこりかどうかの判断が難しいことも多く、迷っ
たときは早めに医療機関を受診することが必要です。
　乳がんの進行度を示す病期（ステージ）は腫瘍の大き
さやリンパ節への転移状況、他の臓器への転移の有無に
よって分類されています。
　女性乳がんのステージ別５年生存率ステージ０及びス
テージⅠでは各々100％、99.8％と良好ですが、ステー
ジⅡでは95.5％、ステージⅢでは80.7％と低下し、他臓
器への転移を伴うステージⅣでは38.7％で、予後が急激
に悪化します。
　乳がんは30歳台後半になると罹患率が上昇するため、
それ以後の年代の方は自己検診の他、１～２年ごとのマ
ンモグラフィー、超音波検査などによる検診を受けるこ
とをお勧めします。

外科部長兼医局長　李　俊尚

　乳がんはかなり進行しない限り、通常は痛むことはなく、逆に病的変化
がなくても乳房痛を訴える人は多いため、痛みはあまり参考になりません。
迷ったときは、早期に受診してください‼
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　「笑顔のかんご」は、公益社団法人愛媛県
看護協会が看護の確保・復職促進を目的と
して「看護の魅力」を発信する広報番組です。
　今回は当院看護師が出演しました。今後と
も就労環境の改善に積極的に取組み、働き
やすい職場環境と地域医療の質向上を目指
します。

　私たちは、安全な医療を提供するため、
「正確に。安全に」をモットーとしています。
　今年度はＷＨＯ（世界保健機関）の取組
み推進２年目。今年はテーマカラーのオレ
ンジ色マスク着用と臥龍山荘をオレンジ色
でライトアップしました。

看護の魅力発信番組
「笑顔のかんご」に出演しました

９月１７日は世界医療安全の日‼
患者安全に取り組んでいます

ちょっと！栄養管理室　特別メニュー
　栄養管理室では、「患者様に信頼される良質
で安全・安心な医療を提供し、地域社会に貢献
します。」という当院の基本理念のもと、患者
様の病態にあった、おいしい食事の提供に努め
ています。
　なお、下のデータは特別メニューに対する患
者満足度調査の結果です。


